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本日のお話の柱～地域の持続性を高めるためのお金の流れ
◯我が国におけるコミュニティ財団の動き
　　ー寄付仲介を通じて、市民事業を支える
　　ー地域の課題を掘り下げ、課題解決のソリューションをつくる役割
　　ー資金を提供するチカラを用いた非営利セクターのキャパビル
　　ーNPOのみならず、地縁組織、企業への資金提供も可能な体制へ

◯社会的投資とローカルファイナンス
　　ー社会的投資を地域にひきつけ、寄付・投資という参加を促す
　　ー地域金融機関と連携した、融資・域内投資を促す
　　ープロトタイプ組成を通じて相転移モデルの確立



今の「当たり前」は 
誰かの「ほっとけない」から始まっている...





持続性を高めるために仕組みをつくる
　　ー活動を応援するのでなく、課題解決を実現する資金提供へ
　　ー地域の課題を掘り下げ、課題解決のソリューションをつくる役割
　　ー資金を提供するチカラを用いた非営利セクターのキャパビル
　　ーNPOのみならず、地縁組織、企業への資金提供も可能な体制へ





尺をあわせる



社会的投資専業の金融会社の設立
プラスソーシャルインベストメント株式会社
　龍谷大学LORCでの研究成果の実装化
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プラスソーシャルインベストメント株式会社
　龍谷大学LORCでの研究成果の実装化

社会的投資のサイト「エントライ」
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龍谷フロートソーラーパーク洲本
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✔地域金融機関と連携したモデルの構築　
✔地域の資本の活用
✔公共財の維持モデルの開発

域学連携モデル



地域における社会的投資の活用～PSIにおける案件組成

住民の健康を増進する取り組み
で社会保障負担軽減を（SIB)

再生可能エネルギーの普及
地域電力会社

障害のある人の仕事づくり
元受刑者の仕事づくり
ローカルベンチャー

事業承継と商業教育の接続
地場産業のインキュベート

住民出資型保育所
廃棄物の適正処理
地域交通の新たな展開
空き家の利活用



相　転　移



社会的投資が活きる地域社会に向けて
◯本気で社会変革を実現するユニットをつくりそこに資金を流そう　
　　　→地域金融機関との連携、コミュニティ財団のインパクト、地縁も、企業も

◯脱炭素型社会を形成するための社会技術としての社会的投資
◯地域の組織の変容（立ち位置の変化）を促す
　 　→ 例えばローカルで頑張る企業と社会的投資の可能性：自治体と社会的投資

◯共通価値の多様な創造者を支えるエコシステムを

◯「あるもの」を活かす　

お金の流れを変えることで社会変革を促す
「ローカル」を取り戻し安心した暮らしと生き方を地域で実現




